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○ 近年では、毎年のように全国各地で自然災害が頻発し、甚大な被害が発生。

【平成27年9月関東・東北豪雨】

①鬼怒川における浸水被害
（茨城県常総市）

③小本川の氾濫による浸水被害
（岩手県岩泉町）

【平成28年8月台風第10号】 【平成29年7月九州北部豪雨】

④赤谷川における
土砂・洪水氾濫及び流木による被害

（福岡県朝倉市）

【平成30年7月豪雨】

⑥小田川における浸水被害
（岡山県倉敷市）

【平成30年9月台風第21号】

⑦神戸港・関空における浸水被害
（兵庫県神戸市、大阪府泉佐野市）

【平成30年9月北海道胆振東部地震】

⑧厚真町の大規模土砂災害
（北海道勇払郡厚真町）

【令和元年8月前線に伴う大雨】

⑨牛津川の浸水被害
（佐賀県小城市）

【平成28年4月熊本地震】

②阿蘇大橋地区の
大規模土砂災害
（熊本県南阿蘇村）

【令和元年9月台風第15号】

④

③

⑨

①

⑧

⑥⑦

②

⑩

【令和元年10月台風第19号】

⑪千曲川における浸水被害
(長野県長野市穂保地先)

⑪

【平成23年1月霧島山噴火】
（H29.10、H30.3噴火）

⑤新燃岳噴火による広域降灰被害
（鹿児島県霧島市）

⑤

都城市内の降灰状況

マグマ噴火の開始状況

⑩倒木の状況
(千葉県鴨川市)
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平成３０年北海道胆振東部地震



台風第15号による主な被害状況
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○ 令和元年台風第15号では、特に関東地方において猛烈な風が吹き、観測史上1位の 最大風速や最
大瞬間風速を観測。

○ 横浜港南本牧はま道路に、錨泊していた貨物船が衝突。また、横浜港金沢区福浦地区の護岸約600
ｍが倒壊し、工業団地を含む広範囲が浸水。

○ この暴風により、7都県で最大約934,900戸の停電が発生。また、8都県において全半壊等、約
76,700戸の住家が被害を受けた。特に千葉県の被害が甚大。

ブルーシートの設置状況（芝山町）

倒木の状況(鴨川市内)

■千葉県内の市町村別停電戸数

■千葉県内の市町村別住家被害数

出典）「令和元年台風15 号（第110 報）及び台風19 号（第53 報）について」（千葉県）
より国土交通省が作成

※全壊、半壊、一部損壊

※９月９日１６：００時点

千葉県の合計
約６１２，４００戸

千葉県の合計
７０，６２７戸

※1月16日時点

横浜港金沢区の護岸被災

横浜港南本牧はま道路への船舶衝突

■港湾施設の被災状況

出典）停電復旧に向けた対応等について（報告）（東京電力パワーグリッド株式会社）
より国土交通省が作成
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令和元年台風第19号による被害状況


